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　We 　developed　a　computer 　program　for　drug　information　for　patients　using 　File　Maker 　Pro  

　software 　package

（ver 　4，0）．　This　program　consists 　of 　four　databases： 1 ）amain 　database　which 　manages 　data〔，f　drug　efficacies ，
the　initial　symptoms 　of 　serious 　side 　effects ，　cautions ，　drug　interactions，2）standardization 　for　drug　 efficacies ，
3 ）standardization 　of　the　initiai　 symptoms 　of　scrious 　side 　effects ，　and 　 4 ）information　on 　the　package　insert　for

dエugs ．
These 　four　databases 　enabled 　pharmacists 　to　provide 　standardized 　drug　information　 rapidly 　 not 　only 　to　pa−

tients 　but　 also 　 to　 other 　 medical 　 staff　members ．

　 Moreover，　these　four　databases　connected 　with 　a　relational 　func廿on 　of 　File　Maker　Profs
’
　enabled　 us　to　auto −

matically 　update 　the　data　on　drug　efficacies 　and 　initial　sylnptoms 　of 　serious 　side 　effects 　by　in　putting　the　drug

code 　numbers 　designated　by　the　Ministry　of 　Health　Labor 　and 　We 旦fare　into　this　program．

　 These　 resutts 　suggested 　this　program　to　be　useful 　for　the　standardization 　of 　drug　informabon　 and 　 the　 auto −

matic 　updating 　of 　the　data，

　　絢y躍 o厂ds − computer 　program，　drug　i冂f〔，rmation ，　dalabase，　 standardization
，
　drug　 code 　numbers ，　 auto −

matic 　updating

緒 言

　平成 9 年 4 月か ら施行 され た改正薬剤師法 に よ り，医

薬品 の 適 正 使用 の た め に 必 要 な情報 を患者 に 提
．
供す る こ

と が義務づ け られ た．患 者 へ 薬剤 に関す る情報提供 を行

うこ とは
， 患者が 薬剤を使用す る意 識 を理 解 し積 極 的 に

治療 に 参加する と と もに ，薬剤 に よ る 健康被害を回避す

る た め 極 め て 重 要 で あ る
D ．宝 塚市 立 病院で は 平成10年

ll月 よ り （株）トーシ ョ
ー

製の 薬剤情報提供 シ ス テ ム （以

下，トーシ ョ
ーシス テ ム）を利 旧し，患者 に 薬剤情報提

供を開始 した．

　情報提供 開 始 に あ た り院内 の コ ン セ ン サ ス を 得 る た

め ，薬剤情報提供委員会を設置 し医師 と情報内容 につ い

て検討 した．提供す る 情報 は 「薬 品名」，「薬 の 働 き」，

「使用上 の 注意」，「重大 な副 作 用 の 初 期 症 状 （以 ド，副

作用）」，「相 圧作 用 禁 忌 薬 」，「薬 の 画像」，「用 法」，「用

†
i
　本報の 内容の

一
部 は 第 9 回 日本 病 院薬 学 会年 会 （札幌 市，1999年 9 月 ）で 発 表，
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．一．

量」 と し，手作業で Microsoft　 Excel　 95  を用い て デ
ー

タ ベ ー
ス を作成 した．こ の うち 「使用 上 の 注意」 は主 に

生 活上 の 注意 と し
， 尿 ・便 の 色調 変化，薬 以外 の 食物

・

嗜好品等との 相互 作用 を 記載す る他，眠 気 ・め まい 等の

頻度の 高い 副作用 や 重 大 な 副作用以 外で 医師希望 の 副 作

用 の 自覚症 状 を 含む こ と と した．

　 「薬 の 働 き」は，各製薬会社 が 作成 して い る 「くす り

の しお り尸 を参考 に，添付文書記載 の 効 能
・
効果 に 対

応す る 内容 を基本 に 作成 した ．しか し，医 師 よ り適 応 外

使用の 説明文 の 依頼があっ たもの は採用 した．

　「使用 上 の 注意」 は，添付文書 や 「くす りの しお り」

他，服薬指導関 連 書 籍 を参考 に ，ま た 「相 互 作 用 禁忌

薬」 は
， 添付文書，医薬 品安 全 対策情報 を 参考 に 作成 し

た．

　「副 作用」は，日本病院薬剤師会編集 の 「重大 な副 作

用 回避 の ため の 服薬指導情報集」
3・‘．／を参考に作成 した．

　
．・
方，当院 採用の トーシ ョ

ー
シ ス テ ム の 薬品 マ ス タ

ー

に 必要な情報 は，［マ ス ター
コ
ード （6 ケ タ）」，「略称

（6 文字）」，「情報提供用 の 薬 品 名 」，「説 明 文用 30文字 ×

8行 」，「薬の 画像」 の デ
ー

タ で あ る ．こ の た め コ ードや

薬 品 の 略称 か ら薬品 を検索す る こ と は可 能だが，「薬 の

働 き」 や 「副作用」等の 文言 か らの 検索，例えば 降圧 作

用の 薬品や尿 が 赤 色 化 す る薬 品 とい っ た細 か い 検索 は 不

可能で あっ た．また，説 明 文 は30文字 x8 行 の 制限が あ

る 上，「薬 の 働 き」，「副作 用」，「注意事項」等 の 項 目 に

分 け る こ とが 不可 能 で あっ た．さ ら に，そ れ ぞ れ の 行 が

独立 した テキ ス トデータ と な る た め30文字ずつ 入 力 しな

けれ ば な らなか っ た．つ ま りデ ータの 修 正，追加等 の

デ ータ更新が すべ て 手入力 の 作業を必 要 と し，労力が か

か り効率化 され た もの で は な か っ た．

　そ こ で 我 々 は，市販 の デ
ー

タ ベ ー
ス ソ フ ト ；File

Maker 　Pro  ver 　4．0 （Claris製）を用 い ，情報の 標準化 と

デ
ー

タ入 力 や更新 の 簡便化 を 目的 とする ，薬剤情報提供

文書管理の プ ロ グ ラ ム を開発 した．

　さ ら に 医薬品情報検索 シ ス テ ム ：DICS  
（帝人テ ク ノ

ロ ジー
製） を利用す る こ とに よ り，厚生 省 コ

ードの 入力

の み で 「薬 の 働 き」，「副作用」 に つ い て 情報提供 文 書

の 自動 デ
ー

タ更 新 を試 み，こ れ らの 有用性を検討 した の

で 報告す る ．

方 去
、、
’

1．プロ グ ラム の 構成

　 こ の プ ロ グ ラ ム は 図 1 に 示す よ うに ，薬剤情報提供

デ
ー

タ ベ ー
ス ，副作用 データベ ー

ス ，薬 の 働 きデ
ー

タ

ベ ー
ス ，添付文書 デ ータベ ース の 4個 の デ

ー
タ ベ ー

ス か

ら 構成 され て い る．主 に作業 に使用 す る薬剤情報提供

データベ ー
ス は，薬品ご と に 情報提供 に関 す る デ

ー
タ を

管理 して お り，File　Maker　Pro  の リ レ
ー

シ ョ ン 機 能 に よ

り，他 の 3 つ データベ ース の デ
ータ を取 り込 め る よ うに

なっ て い る ，

2．薬 剤 情報提供 デー
タベ ース の 作成

　図 2 に薬剤情報提供デ
ー

タ ベ ー
ス （以

．
ド， 薬情 データ

ベ ー
ス ）の

一
覧 画 面 を示す．こ の 画面上 で ，患者 に提供

する の に 必要 な全情報が
一

覧 で きる，こ の 他 レ イ ア ウ ト

の 切 り替 え に よ り，
デ
ー

タ の 追加 ・
更新作業が しや すい

よ うに 「薬の 働 き」，「副作用」等 の 各々 の 情報 の み の 画

面へ 移動 で きる．レ イ ア ウ トは必要 に 応 じて 追加 作 成 で

きる ．

　薬情 デ
ー

タベ ー
ス は 患者に提供 す る 情報 の うち，「薬

★ はリレ ーシ ョン の キーデータ

図 1．プ ロ グ ラ ム の 構成
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図 2，薬 剤情 報提 供 デ
ー

タベ ース 覧 画 面

品名」，「薬 の 働 き」，「使用 上 の 注意」，「副作 用 」，「相互

作用禁忌薬」 の デ
ー

タ を管 理 して い る．「薬 の 画像」，

「用法」， 「用量」 は ト
ー

シ ョ
／一

シ ス テ ム 上 で 管理 さ れ て

い る，情報内容 は，先 に 手作業 で 作成 した Microsoft　Ex−

cel　95  の デ ータベ ース を File　Makcr 　Pro  へ 変換して利 用

した．

　また，薬剤情報提供業務 の 質的向上 を図 る た め ，こ れ

らの 患者 に提供す る 情報以外 に 医療ス タ ッ フ 用 の 情報 と

して ，「使用 上 の 注意の 理 由」， 「重 大 な副作用」，「相互

作 用 禁 忌 薬 と そ の 機 序 」 に 関 す る デ ータ も管 理 し て い

る．

　 こ の 他，トーシ ョ
ー

シ ス テ ム に 必要な情報 で あ る 「情

報提 供 用 の 薬 品名」，「略称 （6文 ．字）」，「マ ス タ
ーコ ー

ド （6 ケ タ）」，　「
．
説明文用30文字× 8 行」の データ も管

理 して い る．

　作業の 簡便化 と情報内容 の 統
．を図 る た め ，デ

ー
タ 入

力は すべ て あ らか じめ定義 され て い る デ
ー

タ （値） の リ

ス ト，ま た は現在使用 さ れ て い る値 の 全 リス トか ら選択

入 力 す る ポ ッ プ ア ッ プ リス ト機 能 を用 い た，

　「相 互 作用 禁忌 薬」に関 す る 情報は，トーシ ョ
ー．シ ス

テ ム トで 文字制限がある た め ，文章に よ る記載 とせ ず，

禁忌薬 の あ る 「薬品名」の 前に ※ 印 を付記 し，　 「禁忌薬

の 有 無 」 の 情 報 と した。 i相 互 作用 禁 忌 薬 の 有無 」 は，

「相互 作 用 禁 忌 薬」を入 力 す る と 「情報提供 用 の 薬 品

名」 の 前 に ※ 印を自動付記 され る よ うに設定 した．

　「副作用．」は，先 に 述べ た リ ．／ 一シ ョ ン機能 を用 い る

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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こ と に よ り，　 「重 大 な副作用」 を ポ ッ プ ア ッ プ リ ス トよ

り選択入力す る と，副作用 デ
ータベ ー

ス か らそ の 初期症

状 の デ
ー

タ を 取 り込 む よ うに 設定 し，また 入力さ れ た

「重 大 な 副 作 用 」の 履 歴 が 残 る よ う に 設 定 し た．さ ら に

「重 大 な 副作用 」 を追 加 入 力す る と，重複す る 初期症状

の 「体が だる い 」等の 言葉 は ，自動削除される よ うに 設

定 した．

　トーシ ョ
ー

シ ス テ ム に 必要 な情報 で ある 「略称 （6文

字）」 は，「薬品名」 を 入 力 す る と前 3 文 字 は 自動 入力

され る よ うに 設定した，また 前 3文字が 同
一

の もの は
一

覧で き，重 複す る か ど うか を確認 の E ，常 に 4 文字 目以

降を利用 して 重複 し ない デ
ー

タ （ユ ニ
ー

ク値） を作成で

きる よ うに 設定した．

　「マ ス タ
ー

コ
ード （6 ケ タ ）」は，処 方 オーダーと 同

一

コ ードを使用 した，

　「説 明 文 用30文字× 8行」は， 1 〜3行 目 に 「薬 の 働

き」 と 「使 用一ヒの 注 意」 を，4 行 目 か ら 「副作用」 を，

自動振 り分けす る よ うに 設定 し，同時 に 「使 用 上 の 注

意」の 前 に☆ を， 「副作用」 の 前 に （副）を そ れ ぞ れ 自

動付記 され る よ うに 設定した，また，院内製剤 や 約束処

方 の 薬 品 で 配合 薬 の 場 合 は，そ の 成 分 も記 載 し，成 分 薬

を人 力す る と，説明 文 の 1行目 に 自動挿入 され る よ うに

設 定 した．

　 こ れ らの トーシ ョ
ー

シ ス テ ム に 必 要 な情報は ，確認 し

や す い よ うに 画面上 で ま と め （図 2上部）， 各 々 の デ
ー

タ 入力時 に 自動 で こ の 部分 に 入 力 され る よ うに 設定 し

た．図 3 は トーシ ョ
ー

シ ス テ ム か ら発 行 され る当院の お

薬の 説明書 で あ る．

3．副作用デー
タベ ー

ス の作成

　副作用 デ
ー

タ ベ ー
ス （図 4 ）は 「重 大 な 副作 用 」 ご と

に ，その 初期症状 の データ を管理 して お り，薬情デ ータ

ベ ース と重
．
大な 副作 用 で リ レ

ー
シ ョ ン され て い る．初期

症 状 の 言 葉 ご と に フ ィ
ー

ル ドを設 定 した こ と に よ り，重

複す る 初期症状 の 言葉 の 自動削除が 可 能 とな っ た，

4． 薬 の 働 きデータベ ー
ス の 作成

　薬 の 働 きデータベ ース （図 5） は，厚生 省 コ ードの 前

3ケ タ に よる分類 （以 ド，大分類）で ある程度薬理作用

が区別で きる こ と を利用 して 作成 した．

図 3．お薬 の 説 明書

大な 副

齷邏 ＝ ＝ ＝ ＝＝：＝ コ
贐 状

同義 語

楚粤
雷

旺

噛、
の こわ ば り

の が　 み 込 み に く い

汗

図 4．副作 用 デ
ー

タ ベ
ー

ス
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大 分類 117　精神i　 用 1

説明文

気 持ちを　定 させ る薬

沈 ん だ 気分 を改口す る薬

尿の もれを改口す る
’

痒み を抑える薬

不 　や 緊張 をや わ らけ る
 

過剰なねむ け を改 暫 す る
’

つ き を よ くす る薬

力　 の 緊 張 を　 わ ら1 る 薬

めま い を 卩え る 薬

吐 き気を抑 え る
’

しゃ っ く りを 卩え る 薬

精神分 SI　 躁

蕁　 ”y

中分類 メ ジ ャ
ー一トラン キ ライ廻

そ う痒

ナ ル コ レ　 シ
ー

目垂目民β早 害　　　1崔目民

メニ エ ル

悪 心

　逆

暈

吐

眩

嘔

定義語

不 眠

図 5．薬の 働 きデ
ー

タベ
ー

ス

　 つ ま り説明文 を大分類 ご と に 管理 し，そ の 分類 ltで

「薬 の 働 き」の 説明文 に 対応す る添付文書 の効能
・
効果

を定義語 と して あて は め た，説明文が 同じで も，添付文

書 の 記載 が 「睡眠 障 害 」，「不 眠 症 」等 の よ うに 薬品 に よ っ

て 統 一され て い ない た め ，
一

つ の 説明文 に 複数の 定義語

を持たせ る よ うに し，定義語 に は適応症 に付随の 「病」や

「症」等 は省くよ うに した，

　ま た ，定義語 をつ け る こ とに よ り不都合が 生 じる場合

は例外 の 説明文と して 扱 い ，定義語は な しの まま説明文

だ けの データ と した．特 に漢方薬 は効能 ・
効果か ら説明

文を定義す るの が 困難 な た め ，すべ て 例外 の 説明 文 と し

た ．こ の 他 ，医師希望の 適応外使用 の 説明 文 （例 えば，

小児用バ フ ァ リ ン に対 す る 「血 栓 を予防す る 薬」等）

も，添付文書に 効能 ・効果 の 記載が な い た め 同 じ く例外

と した．

　
．一

方，同 じ大分類の 中で も効能 ・効 果 は 同 じだ が 薬理

作用等 の た め説 明 文が 違 う場合 〔例えば 胃潰瘍 に対す る

説明文 を，Hz プ ロ ッ カ
ー

で は 「胃酸 の 分泌 を抑制 し，潰

瘍や 炎症 を改善する 薬」と し，胃粘膜保護剤 で は 「胃の

粘膜 を保護する薬」 とす る 等） に，必 要 に 応 じて 薬理作

用等 の 面 か ら独 自に 中分類 と し て 分 類 す る 必 要 が あ っ

た．

　そして 薬情 デ
ー

タベ ース と大分類 で リレ
ー

シ ョ ン させ

た．

5，添付文書データベ ー
ス の 作成

　添紂文書 デ
ー

タベ ース は，帝 人 テ ク ノ ロ ジー
から市販

され て い る 医薬品情報検索 シス テ ム ：DICS   よ り，採用

薬 品 の 「厚生 省 コ
ー

ド」，「商 品 名」，「効能
・
効果」「副

作用」の データを ダ ウ ン ロ ー
ドして 作成 した，また，副

作用 の 情報 か ら 「重大な 副作用」の み を抽出した デ
ー

タ

も作成 した．

　添付文書 デ
ー

タベ ー
ス は薬情 デ

ー
タ ベ ー

ス と厚 生 省

コ
ードで リ レーシ ョ ン す る こ とに よ り， 薬情 データベ ー

ス 上 で 該当す る 薬品の 添付 文書の 「効能
・
効果」 と 「重

大 な副 作用」 の 情報が見える よう 設定した．さ らに 薬 の

働 きデ
ー

タベ ース と大分類 で リ レーシ ョ ン す る こ とに よ

り，該当す る薬品の 大分類 の 定義語 の うち，添付文書記

載の 「効能 ・効果」に対応 す る説明文 の デ
ー

タの み が 取

り込 まれ る よ う設定 した．図 6 は．薬情 デ
ー

タ ベ ー
ス 上

で レ イ ア ウ ト切 り替 え に よ り表示 さ れ る 「薬 の 働 き」 の

画面 で あ る．

　同様 に，副 作用 データベ ー
ス と 重大な副作 用 で リ レ

ー

シ ョ ン す る こ と に よ り，該 当す る・
薬品 の 添付文書記 載 の

重 大 な 副 作用 に 対応す る ，初 期症 状の データが 取 り込 ま

れ る よ う設 定 した．図 アは，薬情 デ
ー

タベ ー
ス 上 で レ イ

ア ウ ト切 り替えに よ り表示 さ れ る 「副 作用 」 の 画 面 で あ

る ．

　6．自動デ ータ更新 に よ る情報文書作 成手順

　新規採 用 薬 品 が あ っ た場合，まず 薬 情 データベ ース の

新規 レ コ ードを 「厚 生 省 コ ー
ド」， 「薬 品 名」，「規格」，

「マ ス タ
ー

コ
ー

ド」を入 力 して 作成す る．別 に，添付 文

書 デ ータベ ー
ス もDICS  

か ら ダ ウ ン ロ ー
ド し て 新規 レ

コ
ー

ドを作成 す る，

　次 に 「薬 の 働 き」 と 「副作用」 は，4個 の データベ ー

ス をリ レ
ー

シ ョ ン させ た こ とに よ り，「厚生省 コ
ー

ド」

を 入 力す る と 自動 作 成 され る の で ，そ の 内容 を 確認 す

る．

　「使用 上 の 注意」 と 「相互 作用禁忌薬 」 は，添付文書

等を参考に ポ ッ プ ア ッ プ リ ス トよ り選 択 入 力 す る．そ し

て ，トーシ ョ
ーシ ス テ ム 用 の 「略称」 をユ ニ

ー
ク 値 に な
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厚生省コード 1171001F2169
略 称 　 」ン1ミ 分 類 117メシ ャ

ー
トランキライザ

ー
神　用

25mg ／ T

A

隣ぎ
D工CS 　効能効果

添付 文書
デ
ー

タベ ー
ス

迫加

目 分
」
丙．　 丙．　 にお ける不

’・　 ・　っ つ ，
悪心

・
嘔吐，吃逆，破傷風 に伴 う痙攣，麻酔前投薬，人 1

冬眠，催眠
・
鎮静 ・鎮痛剤 の 効力増強

中分類 メ シ ヤ
ートラ ン キ ラ イザ ー

DICSで み っ か っ た 定義語の脱 明文 DICSでみ つ か っ た定義語

リレ ー
シ ョ ン

ち
薬の 働き
デ
ー

タベ ース

ざ

気 ⊃を させ る
」『

寝 つ き を よ くす る
「

＝
　

し ゃ っく り を抑 え る
’

一

llllll！lliE
一
一 一
、噎、心 嘔吐

一
一

図 6．薬剤 情報提 供 デ
ー

タ ベ ー
ス 薬の 働き画 面

｛

図 7．薬剤情 報提 供 デー
タ ベ ース 副作用画面

る よ う校正 する ．最後 に ト
ー

シ ョ
ー

シ ス テ ム の 薬品マ ス

タ
ー

に必 要 な データ を コ ピー
して 作成作業 が 完 了 す る

〔現 在，一・
括 取 り込 み が 可能 と な る よ うに トーシ ョ

ー側

と交渉中で ある），

結果および考察

　1 ） すべ て の 項凵が 選択入力で あ る た め ，作業 の 簡便

化と情報提 供内 容の 言語 の 統
一・を図 る こ とが可能 とな っ

た．ま た，「薬 の 働 き」 の 説 明 文 中 の 言葉 や 「副作用」
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の 「体が だ る い 」等の どの 用語か らで も自由な検索 が 可

能とな っ た．さ ら に 患者に 提供す る以外の 情報 も充実 し

て い る の で ，患 者 や 医療 ス タ ッ フ か らの 質 問 に標 準 化 さ

れ た情報を迅速 に 提供す る こ とが 可 能 とな っ た．

　 これ ら よ り，提供内容 の 標準化や ，細かい 検索 が 不可

能等の トーシ ョ
ー

シ ス テ ム の 不足部分 を補 い デ
ー

タ を有

効利用する．ヒで，本 プ ロ グ ラム は有用で あ る と考える．

　 2）情報提供業務開 始当初 は，副作用 データベ ース と

の み リ レ
ー

シ ョ ン された薬惰 デ
ー

タベ ー
ス で プロ グ ラム

を作動 して い た．こ の 方法 で は
，

ポ ッ プ ア ッ プ リス トに

よ る 選択入力時の 各項 目の 選択作業 は手作業 で あり， 作

業に 時間が 取 られ る上 ，作業者 に よ っ て 選択 に 差異が 生

じた，そ の 結 果 ，情 報 提 供 内 容 に 差 異 が 生 じ た．特 に

「薬 の 働 き」 と 「副 作用」は ，薬情 データベ ース の 選択

肢 が 多 く，また添付文書か らの 情報 が 多い 上，記載が 統

一
され て い な い た め，手作業 で は労力が か か る だ けで な

く，情 報 提 供 内容 を標 準 化す る に は あ る一
定 レ ベ ル の 知

識 が 必 要 で あ っ た，

　そ こ で 手作業 の 選択部分を省 き，さ らな る作 業 の 簡便

化 と情報提供内容 の 標準化 を 図 る 目的で ，薬の 働 きデー

タベ ース と添付文書 デ
ー

タベ ー
ス を 追加作成 した，その

結果，厚生 省 コ ードの 入 力 の み で 「薬 の 働 き」，「
．
副作用」

に つ い て ，情報提供内容 の 自動 データ更新す る こ とが可

能 と な っ た．そ し て ，ト
ー

シ ョ
ーシ ス テ ム の 薬 品 マ ス

ター
の 更新 は年 に

一
度 と し， 「薬の 働 き」と 「副作用」は

自動 データ更新の プ ロ グ ラム を利用 した．

　 914個 の 薬 品 デ
ー

タ を 自動 デ
ータ更新す る の に 要 した

時 間 は ，DICS か ら ダ ウ ン ロ ード して 添付文書 デ ータ

ベ ー
ス を更新する の に約 1 時間，「薬 の 働 き」の デ

ー
タ

確認作業 に 約 3 時間，「副作用」の デ
ー

タ確認作業 に 約

L5 時間で あっ た，

　大量 の 薬品デ
ー

タ の 更新 を，少 ない 作業時 間 で 漏 れ な

く，か つ 標準化 した 内容 に す る 上 で
， 本 プ ロ グ ラ ム を利

用 した 自動 デ ータ更新 は有用 で ある と考える，

　なお 自動 デ
ー

タ更新 の で きな い 「使 用 上 の 注意」 と

「相互 作 用 禁忌薬」 は，そ の 都 度 医薬 品 安 全 対策情報 を

参考 に，薬情 デ
ー

タベ ー
ス 上 で の み 更新 し，年に

一
度

トーシ ョ
ー

シ ス テ ム の 薬品マ ス タ
ー
更新時に コ ピー

す る

こ と と した．

　 3）　「薬 の 働 き」の 説明文を薬 の 働 きデ
ー

タ ベ ース を

利用 し て作成 した結果，手作業で 作成 し た 説明文 の う

ち，訂正が必要な薬品が725個 甲 65個 （8．96％）で あ っ

た．説明文 を訂正 す る こ と に よ り，言語 の 統
一

が な さ

れ，また 適応症の 洩れ もなくな っ た （表 1＞．一
方，胃

粘膜 保護剤等は説明 文が．単純化 され，細か い 作用 の 違い

の 説 明 が で き な く な っ た が，標準化 を 優先 す る こ と と

し
，

ど うして も必要な場合は 例 外扱い と した．

　 4 ）薬の 働 きデ
ー

タベ ー
ス を作成時，中分 類 の 項 目が

増 え る と，説明文 は 自動 デ
ー

タ 更新で きる が ，か わ りに

中 分 類 す る 手作 業が 増 え る結果 と な っ た．しか し中分類

を設 定 しな け れ ば例 外扱 い の 薬品が 増 え，自動 デー．タ更

新の 妨げと なる ，どちらを優先する か で あ る が，必要最

低限 で も中分類 が 必要 な大 分 類 コ ードは 9項 目 あ っ た

俵 2）．

　現在の 厚生省 コ ードの 4 ケ タ分類 を利用す る と，その

他 に属す る薬品が多い た め，本プ ロ グ ラ ム 上 で は都合 よ

く分類 され な い ．　 般 に 利用 で きる薬理 作用 を基 準 に 分

類 した新 た な統
一コ ー

ドの 必要性 が ある と思 わ れ た．

　 5）「薬の 働 き」 と 「重大 な 副作用 の 初期症状」 に つ

い て，DICS  
の 情 報 を利 用 し自 動デ

ータ更新 に よ り作成

表 1．薬の働 き説明文 訂正 前 と訂 正 後の 例

　 薬品名
（大 分類）中分類

訂 正前 訂正 後 定義語 定義語 の説 明文

リタリン 錠

〔日 7）その 魃

過剰 なねむ けを改 善す

る薬
沈んだ気 分を改善したり，過剰なね む

けを改善する薬
うつ

ナ ル コ レ プシ
ー

沈 ん だ気分 を改善する薬

過剰なね むけを改善する薬

リノ コ ー．ト
（132）ス テ ロ イド剤

鼻炎の 薬 鼻の 炎症やア レル ギ
ー

を抑 える薬 鼻炎 鼻 の 炎 症やア レ ル ギー一を抑 える薬

フ ル ナ ーゼ点 鼻液

（132）ステ ロ イド剤
鼻炎の 薬 鼻の 炎症 や ア レ ル ギーを抑える薬 鼻炎 鼻の 炎症やアレル ギ

ー
を抑える薬

ザ ジテ ン点鼻液
（1321 抗ア レ ル ギ ー剤

ア レ ル ギー性 鼻炎の 薬 鼻の ア レ ル ギ
ー

を抑える薬 鼻炎 鼻 の ア レ ル ギ ーを抑 える薬

パ ナ ル ジン錠

〔：339〕

血液 を固まりにくくし、血
栓を予防する薬

血栓 を予 防した り、血流 を改善し、手
足 の痛 み や冷感 を改善す る薬

疼痛および 冷感
血栓 ・塞栓

血流を改善し、手足の 痛みや 冷感を改善する薬
血栓を予防する薬

プレ タ
ー

ル 綻
（339）

血 流を改善する薬
血流を改 善し、手足 の 痛 みや 冷感を改
善する薬

疼痛 及び 冷感 血流 を改善し 、手足 の 痛みや冷感を改善する薬

　蟹一
エ ハ ア

ール Cup

（339＞

コ レステロ
ー

ル を下げた

り，血流を改善する薬

コレ ステ ロ
ー

ル を下 げた り、血流を改善

し，手 足の 痛み や冷感 を改選 する薬

疼痛 及び 冷感

高脂

血流 を改善 し、手足 の 痛 み や冷感 を改善 す る薬
コレス テ ロ

ー
ル を下げる薬

ア ンプ ラ
ーグ錠

（339）
血 流を改善する薬

血流 を改 善 し．手 足の 痛 みや 冷感 を改

善する薬
疼痛 および 冷感 血 流を改善 し．手足 ω 痛 み や冷感 を改善する薬
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表 2，中分類 が必 要 な大分類 コ
ー

ド

A

コ ード ∠

凵 7 経 　 　1 メジ ャ
ートランキ ライ　ー

マ イナー
トラン キライザー

その 他
131 眼科用剤 抗 　

・ウイル ス 　剤
ス テロ イド剤

非ス テ ロ イド剤

抗ア レル ギ
ー

剤
そ の 他

132 耳鼻科 用剤 抗 ア レ ル ギー剤
ス テ ロ イド剤

そ の 他
225 気　 　拡 張剤 キ サン チン 系・β刺激剤

そ の 他
232 消化性潰 瘍用 剤 II2　 ロ

ッ カー・PPI
その 他

2．49 そ の 他の ホ ル モ ン 剤 （抗ホル モ ン 剤 を含 む 。 ） 速効型イン ス リン

中間盤イン ス リン

混合型イン ス リン

そ の 他
261 外 　用殺菌 消毒剤 イソジン 」剤

その 他
264 鎮 　，鎮痒，収 　，消 炎剤 ス テ ロ イド剤

配 合剤

整形 用外用剤

その 他
449 そ の 他 の ア レ ル ギー用薬 抗 ア レ ル ギー剤

そ の他

〔

9 ；diSzEl
　　 訂正 前

⇔

訂 正 前に提供 して い た重 大な副作用

悪性症　 群

抗利尿ホ ル モ ン 不適 合 分泌 症 候

群

再生 不良性貧血

麻痺性イ レ ウ ス

網膜 ・角 膜 の 色 素沈着

溶血性貧 血

訂正 後

⇔ ．．
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図 8．重 大 な副作 用 訂正 前 後の 比較例

した情報 と，自動 デ
ー

タ 更新前 に手作業で 作成 した 情 報

の 内容 に つ い て 比 較 した とこ ろ ， 「薬 の 働 き」の 合致率

は 約 90％ で あ っ た ．こ れ は，適応外使用 や 例 外扱 い の 説

明文 を考慮す れ ば，実用姓の あ る 結果 と考える．

　ま た，「重 大 な 副作用 の 初期 症状 」の 合致率 は ，約

40 ％ で あっ た．「薬 の 働 き」 に 比 べ 合 致率 が 低い 主な原

囚 は
， 自動 デ ータ更新 を しない 場合 の 記載不足 で あ っ

た．こ れ は，自動 データ更新で は コ ン ピュ
ー

タが 添付文

書の 「重 大 な副作用」 の タイ トル 項目以 外 の 言葉 も取 り

込 む た め ，きめ 細 か い 情報 に な る の に 対 し，手作業で は

タ イ トル 項 目だ け入 力 され る 上，作業者 に よ っ て 「重大

な副作用」 の 選択 に差 異 が 生 じる た め と考える（図 8 ）．
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　別 の 原因 と して ，当初 は 「重大な副作用回避 の た め の

服薬指導情報集」を参考に 作成 した が，そ の 情報が 添 付

文書 の 「重大な副作用」 の 項 目に ない 副作用 を含ん で い

る こ とが あげられ る ．こ れ は 同 じ副作用 で も，製薬会社

に よ り添付文書 の 記載場所や 表現 が 異 な る た め ，参考図

書 と添付文書 の 情報 レ ベ ル に差異が 生 じて い る の が 原 因

で ある．この こ と は，添付文書 を基準 に 作成 され て い る

DICS  
等 の 医薬 品情報検索 シ ス テ ム の 情報 を，文字列検

索す る こ と に 限 界が ある こ と を意 味 す る もの で もあ る．

　 こ れ らよ り，本 プ ロ グ ラ ム の 文字列検索 の 不 完全さを

補う確認作業の 重 要性 と添付文書記載 の 標準化が 必要性

で あ る と思 わ れ た．

　最後に問 題点お よび今後の 課題 に つ い て述 べ る．

　シ ス テ ム に 字数制限 が あ る こ と，「薬の 働 き」 で 例外

扱い の 説明文が あ る こ と，厚生 省コ ードの 4 ケ タ 分類 が

利用 で き ない た め独自の 中分類 の 設定が必要 な こ と，添

付文書の 記 載場所 や表現が統
一され て い な い た め 文字列

検索 に限 界が ある こ と等が 原因で ，完全 な 自動 化 は 今 の

と こ ろ不 可 能で あ る．こ れ ら を考慮 した 上 で 必 要 最低限

の 手作業で ，簡便で 質の 高い 標 準化 され た 情報が 作成 で

きる よ う，考 え な けれ ば な らな い ．

　そ の た め に は 今後，「使用 一ヒの 注意」 や 「相互作用」

に つ い て も自動 化 を検 討 し，自動 デ
ー

タ 更新全 般 に お け

る有効面 を追 求 して い く
・
方で ， 添伺文書 の 情報 レ ベ ル

に 差異 が 生 じて い る等 の 問題面 もさ らに 解析 す る必 要 が

あ る と 考える．

　また ， 発売直後 の 薬品や 院内製剤等 は DICS  
に 情報

がない た め 自動 デ ータ更新が 不
『
・∫能で あ るが ， 発売直後

の 薬品 に 関 して は イ ン タ
ー

ネッ トの ホ
ー

ム ペ ージか ら添

付文書情報の ダ ウ ン ロ
ー

ドが 可 能 で あ る
5）

の で ，そ の 情

報の 本プロ グ ラ ム へ の 利用も検討課 題 と して い る．
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